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1. はじめに 

近年、光科学の分野において軸対称偏光ビ

ームの研究が注目を集めている。このビーム

は電子加速、超解像度顕微鏡、そして光トラ

ッピングなどに応用されている。既存の軸対

称ビーム変換素子にはフォトニック結晶や

液晶、微細周期構造による波長板などがある。

しかし、これらの軸対称ビーム変換素子には

温度や波長の依存性や空間分散などの課題

があった。このような背景から我々はアクロ

マティック軸対称波長板[1]の開発をし、ミュ

ラー行列による評価を行ったので報告する。 

2. アクロマティック軸対称波長板の原理 

石英を用いて開発した素子を Fig.1に示す。

4 回のフレネル反射によって得られる位相

差 [2]は 

(1) 

となる。今回、数値計算から作製した素子の 

傾斜角は 44.3°が得られた。 

3. 測定結果 

二重回転補償子法を用いてミュラー行列

求め、得られたミュラー行列要素から素子の

複屈折位相差及び主軸方位を計算した。この

結果を Fig.2に示す。複屈折位相差分布は測

定範囲で 90°度の複屈折位相差を得ている。 

 

 

Fig.1アクロマティック軸対称波長板 

 

 

Fig.2複屈折位相差及び主軸方位分布 

一方、主軸方位では光軸を中心に-90°～90°

で変化しており、設計値にほぼ一致している。 

4. まとめ 

ミュラー行列を求めた結果、複屈折位相差

は一様であり、主軸方位は±90°の範囲で軸

対称に変化していることを確認した。このよ

うな波長板の開発を行うとともにミュラー

行列による解析と評価を行いその将来的な

有用性を示した。 
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